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第１章 本事業の概要 

１－１ 事業の目的 

 富山市では、「公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり」の視点から、富山ライトレ

ール及び市内電車環状線の開業、JR 高山本線活性化社会実験、幹線バス路線の整備等を順

次実施しており、その結果、一部で公共交通利用者数が回復傾向を示すなど、市民の公共

交通への関心が高まりつつあることから、これらを契機に平成 22 年度より「とやまレール

ライフ・プロジェクト」として、住民一人ひとりが交通手段をかしこく選択できるような

コミュニケーション施策（モビリティ・マネジメント）を展開し、公共交通のさらなる利

用促進を図っている。 

 本事業では、公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくりを推進するうえ

で、市民一人ひとりが、環境や社会について意識を向け、自発的にクルマと公共交通のか

しこい利用を考えた交通行動をとることができるよう、小学生という早い段階から公共交

通利用について意識醸成を図ることを目的に、小学校で実施可能な富山版モビリティ・マ

ネジメント教育学習プログラム（以下、学習プログラム）の確立・実施を目指す。 

 あわせて保護者を含めた市民に対して啓発活動を展開する一連のモビリティ・マネジメ

ントにも取り組むことで、公共交通の利用促進につなげる。 

今年度から 3 ヵ年は、交通エコロジー・モビリティ財団の支援を受け検討を行い、平成

26 年度からの事業の本格実施を目指す。 
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１－２ 事業内容と検討体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイアップ 

■富山市モビリティ・マネジメント教育推進協議会 

事業に対し、総合的に検討を行う 

検討内容 

・事業の進め方の検討 

・学習プログラムの検討 

・プログラム実施普及のための仕組みづくりの検討 

・市民への啓発活動の検討 

■検討部会 

教員が主体となって、現場のニーズを反映した検討を行う 

検討内容 

・学習プログラムの検討 

・プログラム実施普及のための仕組みづくりの検討 

学習プログラムを実施した教員に、学習プログラムの評価をいた

だく 

■学習プログラム実施校教員ヒアリング 

事業内容 

■ラジオ放送「高原兄のかしこいクルマの使い方考えんまいけ」  

■コミュニケーション・アンケートの実施 

■とやまレールライフフォーラムの開催 

■ホームページの開設 

事業内容 

■富山版モビリティ・マネジメント教育の企画・実施 

■保護者を含めた市民への啓発活動 

最終目標 

モビリティ・マネジメント 

教育推進事業の実施により、

公共交通利用促進につなげる

モビリティ・マネジメント教育推進事業 

普段のクルマの使い方を少し見直して、できるだけ電車やバスを使うようにすると、環境
にも良く、健康、ダイエット、そして家計にとっても得をするようになるということを考えてい
くプロジェクト。モビリティ・マネジメントの手法を用いた取り組み。 

とやまレールライフ・プロジェクト 
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第２章 協議会および検討部会の設置・運営 

２－１ 富山市モビリティ・マネジメント教育推進協議会 

（１）目的 

本事業に対して総合的な検討を行うため、富山市モビリティ・マネジメント教育推進

協議会を設置した。 

（２）メンバー 

○委員 

所  属 氏 名 

金沢大学 理工研究域 環境デザイン学系 教授 高山 純一 

玉川大学 教育学部 教育学科 教授 寺本 潔 

富山市立五福小学校 校長 柳内 誠冶 

富山市小学校教育研究会 総合的な学習の時間部 部長 岡田 浩子 

富山市教育委員会 学校教育課 主幹指導主事 古木 繁行 

富山市ＰＴＡ連絡協議会 会長 水野 雅人 

国土交通省 北陸信越運輸局 交通環境部 環境課 課長 平尾 和也 

 ○事務局 

所  属 氏 名 

富山市 都市整備部 交通政策課 課長 大場 一成 

富山市 都市整備部 交通政策課 主査 東福 光晴 

富山市 都市整備部 交通政策課 主任 中山 崇 

株式会社 計画情報研究所 研究員 北川 真理 

株式会社 計画情報研究所 研究員 大西 友世 

 

２－２ 検討部会 

（１）目的 

現場のニーズに合った学習プログラムの内容等の検討を目的に、日頃から熱心に小教

研活動（社会科部会、総合部会）に取り組んでいる教員の方々から構成される検討部会

を設置した。 

（２）メンバー 

所 属 小学校 氏 名 担当学年 

実践校 五福小学校     柳内 誠治（座長） 校長 

社会科部会 保内小学校 剱田 秀則 4 年 

 速星小学校 津幡 和英 3 年 

 五福小学校 藤嶋 広樹 5 年 

総合部会 呉羽小学校 堀 泰洋 6 年 

 東部小学校 渡辺 純恵 5 年 
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２－３ 協議会と検討部会の検討内容とスケジュール 

平成 23 年度 導入年 

目標 

・学習プログラム確立に向けた考え方及び 3 ヵ年の進め方（案）を作成 

・学習プログラム（案）の作成 

・教員に対する学習プログラムの普及啓発のための仕組み（案）を作成 

・保護者を含めた市民への啓発活動の方法（案）を作成 

（年間スケジュール） 

第１回協議会 

（10 月 17 日） 

「モビリティ・マネジメント教育推進事業（案）について」 

・モビリティ・マネジメント教育推進事業について説明 

・学習プログラムの内容や教員に対する普及啓発のための仕組みについて検討 

・保護者を含めた市民への啓発活動の方法について検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

第２回協議会 

（2 月 18 日） 

「今年度の成果報告、今後の方向性について」 

・今年度実施の学習プログラム「くしとだんごのまちづくり」の内容を検討 

・学習プログラム確立に向けた考え方及び 3ヵ年の進め方（案）の検討 

・教員に対する学習プログラムの普及啓発のための仕組み（案）の検討 

・保護者を含めた市民への啓発活動の方法（案）の検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
平成 24 年度 ブラッシュアップ年 

目標 

・学習プログラム（案）の作成、改善 

・教員に対する学習プログラムの普及啓発のための仕組み（案）の改善 

・保護者を含めた市民への啓発活動の方法（案）の改善 

 
平成 25 年度 確立年 

目標 

・学習プログラムの確立 

・教員に対する学習プログラムの普及啓発のための仕組みを確立 

・保護者を含めた市民への啓発活動の方法を確立 

学習プログラムの企画・実施（12 月 1日） 

学習プログラム「くしとだんごのまちづくり」を五福小学校において実施 

第１回検討部会（1月 24 日） 

・今年度実施の学習プログラム「くしとだんごのまちづくり」の評価・改善点の検討 
・次年度実施する 5 年生対象の学習プログラムの検討 

学習プログラムの普及啓発（2月 17 日） 

五福小学校において、公開授業および教員向けワークショップを開催 

保護者を含めた市民への啓発活動（2月 18 日） 

とやまレールライフ・プロジェクトのとやまレールライフフォーラムと連携 

第２回検討部会（3月 2 日） 

・検討部会の検討項目と今後のスケジュールを検討 
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第３章 学習プログラムの企画・実施 

３－１ 学習プログラム確立に向けた考え方 

 モビリティ・マネジメント教育推進事業は、公共交通利用促進を最終目標としており、3

～6年生の 4学年において、市内全域での学習プログラムの実施を目指す。 

3・4 年生では、市内全域での実施を実現させるため、教員が取り組みやすい 3・4 年生

社会科の副読本『わたしたちの富山市』への掲載を目指す。5・6 年生では、社会科や総合

的な学習の時間など、幅広い関連づけを行って実施していただくことを目指し、ＥＳＤカ

レンダーのモビリティ・マネジメント教育版カレンダーの作成を目指す。 

 学習プログラムでは、3～6年生の各学年において「くしとおだんごのまちづくり」の理

解を通して、公共交通利用促進を目指すことを柱とする。 

 また、教員に対して学習プログラムの普及啓発を図るため、学習の目的や授業風景など

を収録したＤＶＤの製作を行う。 

 

 

 
公共交通利用促進 

ＤＶＤを使った普及啓発 

市内全域 

 
 
 
 

 
 

 
 

くしとだんごの

まちづくり
３年生 

４年生 ５年生 

６年生 

土地利用 

を通じて 

福祉 

を通じて

環境 

を通じて

まちづくり 

を通じて 

ＭＭ教育版 
カレンダー 
の作成 

副読本 
への掲載 
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３－２ 副読本への掲載に向けて 

3・4 年生では、市内全域での実施を実現させるため、教員が取り組みやすい 3・4 年生

社会科の副読本『わたしたちの富山市』への掲載を目指すにあたり、副読本編集員である

検討部会の教員にヒアリングを行った。 

 

【ヒアリングまとめ】 

 ○副読本に掲載された場合の授業イメージと掲載のイメージ 

・掲載された場合の授業への活用の仕方は、学校、教員の考え方、アイデアにより違う。

副読本は、資料集として取り扱われる。 

・資料等は自分で準備することとなるため、材料の提供があれば実施しやすい（資料を

ダウンロードできる環境もあれば良い）。 

 

○副読本に掲載してもらうためのスケジュールと手続き 

・（予算計上も含めて）平成 24 年度に検討部会で材料を準備し、平成 25 年度に編集委

員会で掲載のための検討をしていただく。 

・ページの増加ならやりやすいが、レイアウトの変更は大変である。 

 

○編集員の意識啓発 

・掲載について理解を得るためには、必要性を訴えるものが必要。「何故やらなければい

けないのか」を理解してもらう必要がある。 

 

○副読本の改変予算について 

・編集委員会の事務局は教育センターであり、ページを増やす場合は予算計上が必要と

予想される。 
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３－３ 学習プログラム企画・実施結果 

 学習プログラムの企画と実施結果を以下に示す。 

 

学 年 企 画 実 施 

3 年生 「くしとおだんごのまちづくり」 ○ 

4 年生 「富山の交通とくらし」 ○ 

5 年生 「富山市の環境を守るためのとりくみ」（素案） － 

6 年生 「くしとおだんごのまちづくり」 

6 年生向けに変更し、来年度実施することを決定 
－ 

 

表 学習プログラム実施詳細 

 学習プログラム 実施小学校 クラス数 実施日 

3 年生 くしとおだんごのまちづくり 
五福小学校

2 クラス 平成 23 年 12 月 1 日（木）

4 年生 富山の交通とくらし 1 クラス 平成 24 年 2月 17 日（金）
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３－４ 今年度実施学習プログラムの内容と評価 

（１）くしとおだんごのまちづくり 

①学習プログラム内容 

学年 3 年生 

校時 1 時限座学、3 時限乗車体験 

連携教科 社会科、総合的な学習の時間 

学習場所 教室、屋外 

 

富山市の「くしとおだんごのまちづくり」について座学を 1 時限行い、貸切バスで富

山駅北へ移動の後、2 班に分かれて「くし」の 1 つであるポートラムの乗車体験と車両

基地見学を 2 時間程度実施した。 

 

学習の流れ 時間配分 実施内容 

座学 

11：35 

（3 分） 

児童集合・開会あいさつ 

（20 分） 
くしとおだんごのまちづくり －ポートラムを知ろう－ 

パワーポイント説明 

（12 分） 意見交換 

（10 分） 調べたいこと・確認したいこと・聞きたいことをまとめる 

昼休み 

富山駅北へ移動 
13：30 

（30 分） 

富山駅北へ貸し切りバスで移動 

ポートラム乗車体験

車両基地見学 

（くし体験） Ａ班 

（15 分） 富山駅北から城川原までポートラムで移動 

（35 分） 
車両基地見学→城川原駅で電停説明、トイレ休憩 

ポートラム乗車体験

車両基地見学 

（くし体験） Ｂ班 

（15 分） 富山駅北で電停説明 

（15 分） 富山駅北から城川原までポートラムで移動 

（20 分） 車両基地見学、トイレ休憩 

小学校へ移動 （30 分） 五福小学校へ貸し切りバスで移動 

 15:20 終了 
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○参考 実際のタイムスケジュール 

 

 

 

 

小学校教員 児童 富山市役所 ライトレール 計画情報研究所
10:30 五福小学校集合 ― ― ■準備
11：35
（3分）

児童集合・開会あいさつ ■児童を整列・
着席させる

■あいさつを聞く ■あいさつ
－

■写真撮影

11:38
（20分）

だんごとくしのまちづくり
－ポートラムを知ろう－
パワーポイント説明

■適宜補助 ■パワーポイン
トの説明を聞く

■パワーポイン
ト説明 －

■パワーポイン
ト説明
■パソコン操作

11：58
（12分）

意見交換 ■適宜補助 ■挙手で発表 ■感じたこと、
分ったことを児
童に発表させる
■実際にポート
ラムに乗って調
べたいこと、確認
したこと、聞きた
いことを確認す

－

■写真撮影

12：10
（10分）

調べたいこと・確認した
いこと・聞きたいことをま
とめる

■クラスで出し
合って決めた調
べたいこと・確認
したいこと・聞き
たいことをプリン
トに書かせる

■クラスで出し
合って決めた調
べたいこと・確認
したいこと・聞き
たいことをプリン
トに書く

■児童の補助

－

■写真撮影
■児童の補助

12：20
昼休み

富山駅北へ
移動

13：30
（30分）

富山駅北へ貸し切りバ
スで移動

■児童の誘導 ■貸し切りバス
で移動

■児童の誘導補
助

－
■写真撮影

14：00
（15分）

富山駅北から城川原ま
でポートラムで移動

■児童の誘導 ■ライトレール乗
車

■児童の誘導補
助

－
■写真撮影

14：15
（35分）

車両基地見学→城川原
駅で電停説明
トイレ休憩

■児童の誘導 ■説明を聞く ■児童の誘導補
助

■車両基地説明 ■電停説明
■写真撮影

14：00
（15分）

富山駅北で電停説明 ■児童の誘導 ■ライトレール乗
車

■児童の誘導補
助

－
■電停説明
■写真撮影

14：15
（15分）

富山駅北から城川原ま
でポートラムで移動

■児童の誘導 ■ライトレール乗
車

■児童の誘導補
助

－
■写真撮影

14：30
（20分）

車両基地見学
トイレ休憩

■児童の誘導 ■説明を聞く ■児童の誘導補
助

■車両基地説明 ■写真撮影

14：50
（30分）

五福小学校へ貸し切り
バスで移動

－ －
■あいさつ

－
■写真撮影

15:20 終了・解散

おもに進行する人

座学

終了・解散 撤去・終了

ポートラム
乗車体験
（くし体験）

Ａ班

小学校へ
移動

ポートラム
乗車体験
（くし体験）

Ｂ班
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②作成教材 

 最初の座学 1 時限で、富山市のくしとおだんごのまちづくりとポートラムについて学

習するためのパワーポイントとその説明用資料を作成した。 

 

 

富山市

くしと
おだんごの
まちづくり

昔（1967年）の地図 今（2010年）の地図
国土地理院 Google Earth

富山駅 富山駅

みんなのすむ富山市は、
どのようにかわったかな。

1

五福小学校五福小学校

2

昔の富山市

うすーく

ひろーく まちがうすくひろく
なってきた

今の富山市

おだんご
おだんご

１時間・４回　

つかえる
くし

8

こうかえたい

１時間・１回　

つかえる

くしであるセントラムの電ていの近くには、
たくさんの大きなマンションやデパートなどがた

ちました。これからもびじゅつかんやマンションが
できるよていです。富山市のなかで一番にぎや

かなこのあたりが、一番大きなおだんごです。
今ままであまりこのあたりに来なかった、かぞく
づれやわかい人が来るようになり、もっとにぎや

かになってきました。 くし：セントラム
　平成２２年から

平成17から22年にたったたてもの

これからたつ予定があるたてもの

平成19年デパート 平成19年グランドプラザ 平成17年ちゅう車場 平成19年お店・マンション

平成24年お店・マンション

平成24年
お店・マンション

平成24年
お店・びじゅつかん

平成18年
マンション

平成20年お店・マンション

10

クイズ①

ポートラムには車イスの人も
のることができる？

15

　だんさがない

ポートラムの入り口の高さとのり場の高さが同じだから、
車イスの人やベビーカーをおす人でもかんたんにのる
ことができます。

②ポートラムのすごいところ

17

①おりる人がみんなおりてから、
　じゅんばんを守ってのりましょう。

25

②ポートラムにはいろいろな人がのっています。
　 しずかにのりましょう。

③たくさんの人がすわれるように、にもつはひざの上に　
　 のせましょう。

④立ってのるときは、ポールにしっかりつかまりましょう。

⑤からだのふじゆうな人、おじいさん、おばあさん、
　 おなかの大きなお母さんに、せきをゆずりましょう。

⑥おりるときは、運転手さんに「ありがとう」とおれいを
　言いましょう。

【 ポートラムにのるときにまもってほしいこと 】

作成したパワーポイント（抜粋） 
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③実施風景 

 

○座学 

  

 

○ポートラム乗車体験 

  

 

○車両基地見学 
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○参考 新聞記事 

 

 【北日本新聞（2011.12.2）】 

 
 

 

【富山新聞（2011.12.2）】 
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④実施成果 

ⅰ）児童ふりかえりシート 

 学習プログラム実施後、全児童に学習内容をふりかえる感想文を書いてもらった。

ポートラムの魅力だけではなく、富山市の「くしとだんごのまちづくり」の大切さに

ついて一定の理解が得られていることがうかがえる。 

 

 

 

記入例 
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ⅱ）児童への事前事後意識変化アンケート 

   学習プログラム実施後、全児童に対してアンケートを実施した。以下の全学習ステ

ップにおいて、約 8 割の児童が「とても好きになった・とても思う」、「好きになった・

思う」と回答しており、学習効果が見られる。 
 
 

学習ステップ 1：公共交通を好きになる 

問 1．授業を受けて、バス、電車、ポートラムやセントラムを好きになりましたか？ 
 

 N= 49

項目 件数 割合

とても好きになった 27 55.2%

好きになった 12 24.5%

変わらない 6 12.2%

きらいになった 0 0.0%

すごくきらいになった 1 2.0%

わからない 1 2.0%

無回答 2 4.1%

合計 49 100.0%
  
学習ステップ 2：公共交通を利用したいと思う 

問 2．授業を受けて、バス、電車、ポートラムやセントラムに乗りたいと思いましたか？ 
 

 N= 49

項目 件数 割合

とても思う 31 63.4%

思う 8 16.3%

どちらともいえない 5 10.2%

あまり思わない 1 2.0%

思わない 1 2.0%

わからない 1 2.0%

無回答 2 4.1%

合計 49 100.0%
  
学習ステップ 3：環境や社会のことを考え、公共交通の大切さを理解する 

問 3．授業を受けて、あなたの住むまちのバス、電車、ポートラムやセントラムは、 

大切だと思いましたか？  
 N= 49

項目 件数 割合

とても思う 35 71.5%

思う 5 10.2%

どちらともいえない 5 10.2%

あまり思わない 0 0.0%

思わない 1 2.0%

わからない 1 2.0%

無回答 2 4.1%

合計 49 100.0%
  

好きに
なった

24.5%

すごくきら
いになっ

た

2.0%

わからな
い

2.0%
無回答

4.1%

変わらな
い

12.2%
とても好き
になった

55.2%

あまり思
わない

2.0%

思う
16.3%

とても思う
63.4%

どちらとも
いえない

10.2%

無回答
4.1%

わからな
い

2.0%
思わない

2.0%

思わない
2.0%

わからな
い

2.0% 無回答
4.1%

どちらとも
いえない

10.2%

とても思う
71.5%

思う
10.2%

79.7％ 

79.7％ 

81.7％ 
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ⅲ）実施校教員ヒアリングでのご意見 

■事業に対するご意見 

○くしとおだんごのまちづくりは、環境面で大切である。 

○教員自身がクルマ中心の生活を送っているため、授業実施方法が難しい。 

○児童にとってポートラムが身近な地域であれば実施しやすい。 

 

 

■全体を通しての感想 

○まちづくりや、かしこいクルマの使い方は、5～6年生でなければ理解できない。 

○外部講師の場合、児童は興味を持って話を聞く。 

○城川原から富山駅間もポートラムで移動すると良い。 

 

 

■児童の反応・理解度 

○児童は、くしとだんごの考え方を理解し、授業に集中していた。 

 

 

■学習プログラムの関連づけ・教科との関連 

○今回、既存の学習との関連づけは行わなかった。 

○3年生 5～6 月の社会科「わたしたちの富山市」で関連づけができる。しかし、ポートラム

に乗車する学習の流れが必要と考える。 

○ポートラムが身近な存在である地域、総合的な学習の時間のテーマが環境の場合、総合的

な学習の時間で実施可能である。ただし、クラス内でグループに分かれて学習している場

合は難しい。 

○遠足と関連づけて実施することも可能である。 

 

 

■先生ご自身での実施可能性 

○教員自身が理解していない内容を児童に説明することは難しい。教員用の事前学習資料は

簡単に読めるものでなければ読まない。関連づけがわかる ESD カレンダーのようなもの、

教員用の授業案、児童説明用にスライド説明の DVD があると良い。「3 年生の地図学習」の

ような副教材は、授業実施後の補助的な役割を担う。 

○教員に実施していただくためには、前年度の 3 月に話をする必要がある。総合的な学習の

時間の年間カリキュラムに入れば継続的に実施される。または、教科書に掲載されるなど

の強制力がなければ実施しづらい。総合的な学習の時間の年間カリキュラムに入れるには、

校長や教頭を説得する必要がある。出前授業であれば実施する。 
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ⅳ）検討部会でのご意見 

■全体を通しての感想 

○座学内容の説明時間が短すぎる。 

○教員にとって、校外に出て見学を行うことができるという点は魅力的である。 

 

■学習プログラムの関連づけ・教科との関連 

●社会科 

○これまで学習してきたことの発展であれば実施可能である。 

○3 年生の社会科「市の様子」の小単元（6～7 月実施）と関連づけができる。ポートラム

が身近ではない地域の場合、バスや鉄道を取り上げることが考えられる。 

○5年生の社会科「わたしたちの生活と食料生産」の単元の導入（6 月実施）と関連づけが

できる。 

○6 年生の社会科「わたしたちの願いを実現する政治」の単元（12 月実施）で実施するこ

とが最も適している。 

 

●総合的な学習の時間 

○3 年生の総合的な学習の時間の最初に本学習プログラムを単発で実施して学習の基礎と

することが考えられる。 

 

■先生ご自身での実施可能性 

○児童にとってポートラムが身近な地域であり、教員が学習内容を理解できれば実施可能で

ある。学習のねらいにそって、児童に理解して欲しいことを考えさせるためのワークシー

ト（A4 両面）と PPT、PPT 説明文があれば良い。 

○実際は車で移動している児童が多いため、公共交通は利用されていない。逆説的に本学習

プログラムを実施することは可能だが、児童が実感を持って学習することは難しい。 

 

⑤今後のとりくみ 

 今年度実施した 3 年生対象の本学習プログラムは、児童や実施校教員から高評価を得

ている。ただし、検討部会と実施校教員ヒアリングにおいて、ポートラムが身近ではな

い地域では鉄道やバスを使った学習プログラムの開発が必要というご意見をいただいた。

また、検討部会において、本学習プログラムは 6 年生での実施が適しているというご意

見もいただいた。 

 

 

 

●3・4 年生社会科の副読本『わたしたちの富山市』への掲載を目指す 

●6年生社会科「わたしたちの願いを実現する政治」（12 月実施）と関連づけた 

学習プログラムの企画・実施 

●ポートラム以外の鉄道やバスなどの公共交通を使った学習プログラムの企画・実施
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（２）富山の交通とくらし ～富山市のおでかけバスって知ってる？～ 

①学習プログラム内容 

学年 4 年生 

校時 1 時限 

連携教科 社会科 

学習場所 教室 

本時のねらい 社会科単元「わたしたちの富山県」の学習の一部として、富山県が

置かれている交通の現状とその解決策について仲間と話し合い、

バスを中心にした公共交通のよさに気付くことができる。 

 

 

 学習内容 指導上の留意点 

導 

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

１．「おでかけバス定期券」を見て知っている 

ことを出し合う。 

・ 富山市内どこからでも中心市街地や市民

病院にでかける場合、バス料金が 100 円

に割引。 

・ 市内在住の 65 歳以上の高齢者に限定。 

 

２．定期券利用者の推移を示したグラフを読

み取り、順調に伸びている事実を確認す

る。 

 

３．どうして富山市は「おでかけバス事業」を

事業化したのか、その理由を考え合う。 

・ 交通弱者である高齢者のため中心市街地

に人を呼び込むため 

・ バスに乗る人を増やすため 

 

４．通勤通学でバスを利用する人の割合の変

化を読み取り、考えたことを班で話し合う。 

 

５．「バスや鉄道が減り、車がこんなに多くを

占めていくことは本当に（県民一人一人に

とって）良いことなのか？」について話し合

い、問題点を整理する。 

・ 交通渋滞や事故が増える。 

・ 自動車が運転できない人は困る。 

・ 排気ガスで空気が汚れる。 

・ 車は維持するのにお金がかかる。 

・ 定期券と利用区間の地図の拡大を黒板

に貼り、丁寧に定期券のメリットを確認さ

せながら読みとらせる。 

・ 中心市街地の中で移動する場合でも 100

円であること、中心市街地から少し離れ

た市民病院へも利用できることを確認。 

 

・ 高齢者の数が多く、その内で女性が多い

割合を占めていることを強調し、その理

由についても挙げさせる。 

 

・ 中心市街地に何の用事で出かけるの

か、わざわざバスを利用しなくてはいけな

い高齢者の置かれている背景に気付か

せたい。 

・ 「100 円ではバス会社はもうからないので

はないか」とゆさぶり、市の補助があるこ

とを予想させる。 

・ 割合の意味を教師が解説した後、予想以

上にバス利用者が減ってきている事実に

触れながら、自家用車中心の交通に傾

いている富山県（市）の交通問題の傾向

をつかませる。 

・ 「このままでいくと、みんなが 65 歳になっ

たときに果たして富山ではバスは動いて

いるのだろうか？」と投げかけて自分の

問題に引き寄せるように促す。 
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②実施風景 
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③実施成果 

 公開授業として実施した本学習プログラムについて、参加した教員にアンケートを実

施し、6 票の回収を得た。 

 

【アンケートまとめ】 

・授業に対する評価は高く、先生ご自身でも実施可能だと回答された方が多い。 

・学習プログラムの関連づけ・教科との関連としては、4 年生社会科の「わたしたちの

富山県 交通とくらし」の単元に関連づけることは難しいという意見が多い。 

・改善方法としては、児童の資料や体験の不足や、富山県の学習をしているなかで富山

市の学習を行うことの位置づけが挙げられている。関連づけの可能性としては、6 年

生社会科「わたしたちの願いを実現する政治」がもっとも多く挙げられている。 

 

授業に対する評価 

問１．本日の授業の評価と、その理由をお聞かせください。 

項 目 件数 理  由 

非常に 

よかった 
2 

・教材、発問が適切であった。 

・事実を教えて考えて、さらに事実をおさえるという展開が、児童の理

解を深めていた。 

・45 分で完結しているのは良かった。 

よかった 3 

・流れがはっきりしていた。 

・ねらいが明確で分りやすい授業であったが 4 年生には難しい内容。

・授業のねらいに向けてコンパクトな流れで児童の思考を促していた。

児童が考え、つながり合うという場面がしっかりあって良かった。 

どちらでもない 1 ・児童に何をわからせたいか、私にはつかめませんでした。 

あまり 

よくなかった 
0  

よくなかった 0  

合計 6  

 

先生ご自身での実施可能性 

問２．本日の授業をご自身で行うことは可能ですか。 

可能 4 件 ／ 難しい 2 件 

 

問３．問２で「②難しい」と回答された方は、どのような支援があれば可能ですか。 

・どんなことを考えさせるかピンとこなかった。 

・資料収集（データ）が必要。 
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学習プログラムの関連づけ・教科との関連 

問４．本日の授業を 4 年生社会科の「わたしたちの富山県 交通とくらし」の単元に関連づけることは

可能だと思いますか。 

可能 1 件 ／ 難しい 5 件 

問５．問４で「②難しい」と回答された方は、どのような改善をしたら関連づけが可能だと思いますか。

または、どの単元だと関連づけ可能だと思いますか。 

＜改善方法＞ 

・児童に分りやすく、富山市の視点に立つための資料や体験が不足している。 

・公共交通利用の利点が中心地活性化では、郡部小学校で扱うことに抵抗感がある。 

・6 年生の政治分野での実践が望ましい。4 年生では今回以上の予想や理解を引き出すのは難

しい。 

・交通問題や交通費への市の補助にまで考えるのは 4 年生には難しい。「おでかけバス事業」を

通して「市が中心市街地の活性化を目指している」という点にねらいをしぼれば良い。あるいは

高齢者の社会参加。 

・4 年生において、富山県の学習のなかで富山市に特化した内容をどう位置づけるか、ねらいを

どこまで具体化するか（下げるか）が重要。 

＜関連づけの可能性＞ 

学 年 教  科 

5 年生 環境（1 件） 

6 年生 社会科「わたしたちの願いを実現する政治」（5 件） 

4～6 年生 

総合的な学習の時間（3 件） 

・福祉施策。 

・交通による生活環境の変化。 

・環境・地域。 
 
 

自由意見 

問６．今回の授業や本事業に対するご意見を聞かせてください。 
 

・「お出かけ定期券」を切り口に幅広く学習できる、良い教材である。 

・コンパクトなまちづくりをテーマにした総合的な学習の時間の導入や、学習を深める場など、学

習の全体像のなかで本時をどのように位置づけるかを考えると良い。 

・教育現場で子供の頃から、行政施策の浸透を進めていくことの大切さは感じるところである。 

 

④今後のとりくみ 

  今年度実施内容を基本とし、検討部会や実施校教員のご意見を踏まえて学習プログラ

ムの確立を目指す。 

●3・4年生社会科の副読本『わたしたちの富山市』への掲載を目指す 

●4年生社会科「わたしたちの富山県」（12～3 月実施）と関連づけた学習プログラム

の企画・実施 
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３－５ 来年度以降実施の学習プログラム内容 

（１）富山市の環境を守るためのとりくみ 

①学習プログラム内容 

学年 5 年生 

校時 1～4 時限程度 

連携教科 社会科「環境を守るわたしたち」 

学習場所 未定 

流れ 富山市の自動車保有台数が増加し、二酸化炭素排出量が増加し

ていることを示し、二酸化炭素排出量を減らすために富山市の環

境にやさしいまちづくりについて学習を行う。 

②今後のとりくみ 

 

 

 

 【参考】 

■ 検討部会でのご意見 

○児童が公共交通の便利さを体感できる学習プログラムだと良い。 

○5年生の社会科「環境を守るわたしたち」の小単元（2～3月実施）と関連づけさせることが

考えられる。教科書には、京都の鴨川の環境を守った事例が掲載されている。この単元と関

連づけし、富山市独自の二酸化炭素排出量削減に関する取り組みの学習プログラムを開発す

ることが考えられる。富山市の自動車保有台数が増加し、二酸化炭素排出量が増加している

ことを示し、二酸化炭素排出量を減らすために富山市の環境に優しいまちづくりがあり、そ

のなかにセントラムやポートラムがあるという学習の流れができる。 

（２）くしとおだんごのまちづくり（6 年生版） 

①学習プログラム内容 

学年 6 年生 

校時 1 時限座学、3 時限乗車体験 

連携教科 社会科「わたしたちの願いを実現する政治」 

学習場所 未定 

流れ 今年度3年生で実施した「くしとおだんごのまちづくり」を基本とする

②今後のとりくみ 

 

 

●5年生社会科「環境を守るわたしたち」（2～3月実施）と関連づけた 

学習プログラムの企画・実施 

●6年生社会科「わたしたちの願いを実現する政治」（12 月実施）と関連づけた 

学習プログラムの企画・実施 
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第４章 教員に対する学習プログラムの普及啓発 

４－１ 実施結果 

（１）公開授業 

  実 施 日：平成 24 年 2 月 17 日（金）1 時限 

  実 施 場 所：五福小学校 

  実 施 者：玉川大学教育学部教育学科 教授 寺本 潔 氏 

  実施校・学年：五福小学校 4 年生 1 クラス 

学習プログラム：富山の交通とくらし ～富山市のおでかけバスって知ってる？～ 

（社会科「わたしたちの富山県」の単元で実施） 

   
（２）教員向けワークショップ 

   実 施 日：平成 24 年 2 月 17 日（金） 

   実施場所：五福小学校 

   参 加 者：小学校教員 15 名（検討部会メンバーを含む）、寺本教授、高山教授、 

交通エコロジー・モビリティ財団職員 1 名、 

北陸信越運輸局職員 2 名、富山運輸支局職員 1 名、富山市職員 5 名、 

コンサルタント 2 名 
   実施結果： 
   ・寺本教授による公開授業をもとに、学習プログラムの確立に向けて参加者による

意見交換を行った。 

・参加者からは、学習の流れは良かったが、学習内容は 4 年生には難しく、6 年生

での実施が適しているという意見、児童に提供する情報を増やすことで、より児

童の理解が深まるという意見が出された。教員が実施する場合、教員用の指導案、

児童用のワークシートがあると良いという意見も出された。 
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（３）教員の先進地視察 

   実 施 日：平成 24 年 2 月 7 日（火）、8 日（水） 

   視 察 先：屯田小学校、札幌市役所 市民まちづくり局 総合交通計画部 都市交通課 

   参 加 者：五福小学校 柳内校長、富山市職員 2 名、コンサルタント 2 名 

 

   実施結果： 

    ○札幌市役所職員やコンサルタントに対するヒアリング 

    ・札幌市におけるモビリティ・マネジメント教育の取り組みについてヒアリング

を行った。札幌市では、1～6 年生の全学年においてモビリティ・マネジメント

教育を実施することを目指しており、教育課程編成の手引への掲載を目標に、

学習プログラムの検討を行っている。 

    ○公開授業の見学、教員向けワークショップへの参加 

    ・屯田小学校において、5 年生社会科「くらしを支える情報」の単元と関連づけ

た教員が主体となったモビリティ・マネジメント教育の公開授業を見学し、公

開授業参加者が意見交換を行う教員向けワークショップに参加した。教員向け

ワークショップでは、社会科とモビリティ・マネジメント教育の 2 つの学習目

標を達成することの難しさなどが話し合われた。 

 

 

 

  
          公開授業              教員向けワークショップ 
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４－２ 今後の普及啓発のための取り組み 

（１）校長会での PR 

 校長にモビリティ・マネジメント教育への理解、興味を深めてもらうため、校長会で

モビリティ・マネジメント教育推進事業の PR を実施する。 

 

（２）教員の先進地視察 

教員の方々に、実際の授業風景を通じて、モビリティ・マネジメント教育への理解、

興味を深めてもらうため、先進地への視察を行う。 

 

（３）教員向け公開授業とワークショップの開催 

教員の方々にモビリティ・マネジメント教育への理解、興味を深めてもらうため、公

開授業とワークショップを開催する。 

 

 

 【参考】 

■ 実施校教員ヒアリングでのご意見 

○来年度の実施校は、ポートラムが身近な存在の小学校（桜谷小学校など）、総合的な学習

の時間に力を入れている小学校（中央小学校など）に依頼すると良い。 

○長期的に実施校を増やすためには、校長や教頭に周知すると良い。 

○保護者への普及は、学年だよりを通じた情報発信、授業参観後に希望の保護者を対象と

した説明会の開催が考えられる。 

■ 検討部会でのご意見 

○本年度実施の学習プログラム「くしとだんごのまちづくり」は、教員が学習内容を理解

できれば教員自身で実施可能である。まずは、教員に対して、本事業の周知が必要であ

る。 
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第５章 保護者を含めた市民への啓発 

５－１ 実施結果 

○とやまレールライフフォーラムの開催 

  実 施 日：平成 24 年 2 月 18 日（土） 

  実施場所：富山県民会館 

  主 催 者：富山市 

実施結果： 

・とやまレールライフ・プロジェクトにおいて開催されるフォーラムと連携し、市民

へのモビリティ・マネジメント教育推進事業の啓発活動を行った。 

・フォーラムでは先生方より次のようなお話をいただいた。 

・「人と人が出会う場、交流する場が都市であり、都市の活力である（藤井聡氏（京

都大学大学院教授）） 

・「今後は児童の公民的資質が重要視されるため、シチズンシップ（ふるさと意識、

公共への参加意識）の育成が重要である。（寺本潔氏（玉川大学教授））」 
 

 

５－２ 今後の啓発のための取り組み 

 ○日本モビリティ・マネジメント会議における実施成果の発表 

 平成 24 年 8 月に富山市で開催される日本モビリティ・マネジメント会議（ＪＣＯＭ

Ｍ）において、実施校による成果発表を行う。 
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第６章 今後のスケジュール 

６－１ ３ヵ年の進め方 

検討項目 
スケジュール 

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

くしとだんごのまちづくり 

3 年生 
社会科 

 

○ 

五福小学校で
実施 

 

○ 

1 校で実施 

 

● 

実施 3 年生 
総合的な 

学習の時間

6 年生 
社会科 

 ○ 

1 校で実施 

● 

実施 

富山の交通とくらし 
～富山市のおでかけバスって 

知ってる？～ 

4 年生 
社会科 

○ 

五福小学校で
実施（寺本教授）

○ 

1 校で実施 

● 

実施 

富山市の 
環境を守るとりくみ 

5 年生 
社会科 

  

 

● 

実施 
 

副読本掲載に向けて 
   

教員・市民への普及啓発 
   

 

検討部会で 
材料の検討・準備 

編集委員会で
検討 
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６－２ 来年度の進め方 

（１）今年度のまとめ 

 ①学習プログラムの企画・実施 

 ・3 つの学習プログラムを企画し、そのうち 2 つの学習プログラムについて実施・評価

を行った。 
学習 

プログラム 
今年度の 
実施内容 

評価内容 今後のとりくみ 

くしとだんご

のまちづくり 

○学習プログラムの

企画 
 
○学習プログラムの

実施 
（Ｈ23.12.1（木）/五福小

学校 3 年生 2 クラス） 
 
○学習プログラムの

評価 
（実施校教員ヒ アリン

グ、検討部会） 

・児童や実施校教員から高評価
を獲得 

・教員に実施していただくために
は、強制力が必要 

・本学習内容は、6 年生での実
施が適切 

・ポートラムが身近でない地域
では鉄道やバスを使った学習
プログラムの開発が必要 

●3・4 年生社会科の副読本『わたし

たちの富山市』への掲載 
 
●3 年生社会科「市の様子」（6～7

月実施）と関連づけた学習プログ

ラムの改善・実施 
 
●6 年生社会科「わたしたちの願い

を実現する政治」（12 月実施）と関

連づけた学習プログラムの企画・

実施 
 
●ポートラム以外の鉄道やバスなど

の公共交通を使った学習プログラ

ムの企画・実施 

富山の交通

とくらし 

○学習プログラムの

企画 
 
○学習プログラムの

実施 
（Ｈ24.2.17（金）/五福小

学校 4 年生 1 クラス） 
 
○学習プログラムの

評価 
（教員アンケート、検討

部会） 

・公開授業に参加した教員から
高い評価を獲得 

・教員に実施していただくために
は、強制力が必要 

・児童が富山市の視点に立つた
めの、児童の資料や体験が必
要 

・4 年生は富山県について学習
をしているため、富山市の学
習を行う位置づけの検討が必
要 

●3・4 年生社会科の副読本『わたし

たちの富山市』への掲載 
 
●4 年生社会科「わたしたちの富山

県」（12～3 月実施）と関連づけた

学習プログラムの改善・実施 

富山市の 

環境を守るた

めのとりくみ 

○ 学 習 プ ロ グ ラ ム

（案）の企画 － 

●5 年生社会科「環境を守るわたし

たち」（2～3 月実施）と関連づけた

学習プログラムの企画・実施 

 
 ②教員に対する学習プログラムの普及啓発 

今年度の実施内容 評価内容 今後のとりくみ 

○五福小学校において、教員向け公開

授業とワークショップの開催 
（Ｈ24.2.17 日（金）） 

 
○教員の先進地視察の実施 

（Ｈ24.2.7（火）、8（水）） 

・参加教員による活発な意見
交換を実施 

・教員に対して、継続した本事
業の周知が必要 

●校長会でのＰＲ 
 
●教員の先進地視察の実施 
 
●教員向け公開授業とワークショッ

プの開催 

 
 ③保護者を含めた市民への啓発 

今年度の実施内容 評価内容 今後のとりくみ 

○とやまレールライフフォーラムと連携

した啓発活動の実施 
（Ｈ24.2.18（土）） 

・公共交通をつうじて、児童の
ふるさと意識や公共への参
加意識の育成が必要 

・市民に対して、継続した本事
業の周知が必要 

●日本モビリティ・マネジメント会議

における、実施校による成果発表
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（２）今後のスケジュール 

 

 

平成 23 年度 平成 24 年度 

1 

月 

2 

月

3 

月 

4 

月 

5 

月

6 

月

7 

月

8 

月

9 

月

10

月

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月

3 

月

学習 
プログラム 

の企画・実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

実施成果の 
とりまとめ 

               

学習 
プログラム 
の普及啓発 

               

市民への 
啓発 

               

検討部会 

               

協議会 

               

 

準備準備 

準備 

準備 準備 準備

準備 準備準備 

「くしとだんご
のまちづくり」
実施（3 年生）

「くしとだんご
のまちづくり」
実施（6 年生） 

「富山の交通
とくらし」実施
（4 年生）

日本モビリティ・
マネジメント 
会議

とやま 
レールライフ
フォーラム 

公開授業・ 
ワーク 
ショップ

校長会 校長会先進地視察 ワークショップ


